
別紙様式１（第８条及び第１０条関係）  

倫 理 審 査 申 請 書  
  年  月  日  

東京外国語大学長 殿  
        研究代表者                 
          所     属                
           職       名                

受付番号             
 

申請区分  □新規審査申請  □条件付承認再申請  □再審査申請  

審査対象  □教育  □研究  □地域活動  □その他（       ）  

【研究計画】  

１．研究組織  
 所属  職名  氏名  連絡先（TEL／E-mail）  

研究代表者      

研究分担者  

    

    

    

指導教員*１      

受入責任教員*２      
*１：研究代表者が学生の場合記入してください。  *２：研究代表者が研究員の場合記入してください。  

 
２．計画の概要  
１）課 題 名  
このたび申請する研究内容を的確に表現したテーマとしてください。  
２）研究の意義と目的  
このたび申請する研究で何を明らかにしようとしているのか、研究の意義と目的について簡潔に記載してく

ださい。  

 

３）研究活動等の概要  
研究活動の内容等を簡潔に示した研究計画書を添付いただければ、それをもって本欄の記載に替えることも

可能です。  

規 程 第 ８ 条 及 び 第

10 条に基づき、適切

な 申 請形 式 を 選 んで

ください。  

必要に応じて行を追加・

削除してください。  

学生の場合は、職名の代

わりに学籍番号を記入し

てください。  

事務担当が記入します。 



４）研究活動等の期間  
 倫理審査承認後 ～ 平成  年  月  日  

５）実施場所  
 
 
３．研究対象者について  
１）人数等  
 □成人（ここでは 18 歳以上とする）  
   □ 学生（□本学  □他の教育機関  教育機関名：        ）  

□ その他（              ）   対象者人数  名  
□未成年者（18 歳未満）  

□ 生徒（□高校生 □中学生 □小学生 学校名：       ）  
□ 小児（年齢  歳）  
□その他（               ）   対象者人数  名  

２）研究対象者への謝礼（又はそれに準じるもの）  
   □有（               ） □無  

 
４．研究活動等における倫理的配慮  
１）研究対象者の人権擁護についての配慮  
 

２）研究対象者の不利益と研究活動等の利益あるいは貢献の予測  
①研究活動等によって生ずる研究対象者個人の不利益  
 
 

②研究活動によってもたらされる利益あるいは貢献  
 
 

３）研究対象者に理解を求め，同意を得る方法  
①研究対象者への募集・説明  
 □書面  □口頭  □その他（                    

（※「研究説明書」の見本があれば添  
②インフォームド・コンセントの取得方法  
 □書面  □口頭  □その他（                   ）  
           （※「同意書」の見本があれば添付してください ）  

同意書には、一旦研究への

協力を同意した後であって

も、その同意を撤回するこ

とが可能であることを保障

する旨及び同意撤回の方法

を記載してください。  

「 有 」 の 場 合 は そ の 謝 礼 の 内 容

（金額、物品等）、と支払い又は

受 け 渡 し 方 法 等 に つ い て 記 載 し

てください。  

謝礼に準じるものとして「旅費」

等 の 実 費 負 担 を 想 定 し て い ま す

ので、それらについては「有」と

し、その旨を記載してください。 

本学以外の大学の他、

専門学校なども想定さ

れることから、「他の教

育機関」としています。 



③研究対象者が研究への協力を同意後に撤回する権利を保障する方法  
 □書面による申し出  □口頭による申し出  □その他（       ）  
           （※「同意撤回書」の見本があれば添付してください ） 
４）個人情報の取り扱い（取得、匿名化、保管・廃棄等）  
①個人情報の取得 □有 □無  
   有：□氏名 □住所 □生年月日 □電話番号・メールアドレス等  
     □その他（                       ）  
②個人情報の利用目的  
個人情報を取得する目的を記載願います（例．「同意書」に記載される氏名・住所は「研究参加への同意確

認のため」に使用する  等）  

 
③個人情報の匿名化の方法  
 □連結可能匿名化（個人を識別する情報を取り除き、新たに符合ま  

を付けて匿名化し、対応表を作成する。）  
 □連結不可能匿名化（個人を識別する情報を取り除き、新たに符合

を付けて匿名化し、対応表を作成しない。）  
 □第三者が匿名化する（※該当する場合は委託を予定している外部機関の概要、

  

情報管理ポリシーが判る資料を添付してください。） 
 □匿名化しない  
   （理由：                           ）  
 
④収集したデータ、個人情報等の保管方法  
   保管管理責任者（所属・職名・氏名）：  
   保管管理場所：  

具体的措置 ：  
 
⑤収集したデータ、個人情報等の廃棄方法  
 
 

 
５．研究活動等の結果の公表予定  
論文、学会発表、書籍など予定されている研究成果の発表方法を記載してください。  

 
 
【申請理由】  
「倫理上の問題が懸念されるので確認のため」「法令により受審を義務付けられているため」「研究成果を論

文として投稿する際、受審が義務付けられているため」「共同研究の相手方から受審を要請されたため」等、 

申請にされるに至った経緯、事情について記載してください。  

外部機関に個人情報

の匿名化を委託する

場合は、当該機関の

個人情報保護方針が

確認できる資料を添

付してください。  

研究代表者である場合を

除き、研究員、学生が保

管管理責任者となること

は避けてください。  

自宅での保管は避けて

ください。  

個人情報が含まれるデータ／含まれ

ないデータ  それぞれについて記載

してください。  

情報漏洩を防ぐための方策について

記載してください（紙媒体：施錠ロ

ッカーに保管、電子媒体：パスワー

ドをかけて保管  等）  

個人情報が含まれるデータ／

含まれないデータ  それぞれ

いつごろ、どのように廃棄さ

れるか記載してください。  

 
 



＊このたび倫理審査に申請されるに至った理由、事情についてご記入ください。  




